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く

治目方地

4

月

1

0

日

4

月

2

4

日

選ぶ　目　が

生　き　て伸

県
知
事
・
県
議
会
議
員
お
よ
び
町
議

会
議
員
の
任
期
が
四
月
三
十
日
で
満
了

と
な
り
、
こ
れ
に
と
も
な
う
選
挙
が
県

知
事
・
県
議
会
議
員
は
四
月
十
日
、
町

議
会
議
員
に
つ
い
て
は
四
月
二
十
四
日

の
投
票
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
人
の
棄
権
も
な
く
投
票
さ
れ
ま
す

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

☆
選
挙
の
主
な
日
程
☆

県
知
事
選
挙

○
告
示
　
3
月
1
6
日

○
立
候
補
届
け
受
付

3

月

1

6

日

　

8

時

3

0

分

～

1

7

時

3

月

1

7

日

　

8

時

3

0

分

～

1

7

時

○
選
挙
運
動
期
間

立
候
補
届
け
後
～
4
月
9
日

○
不
在
者
投
票
受
付

3
月
1
6
日
～
4
月
9
口

○
投
票
日
　
4
月
1
0
日

県
議
会
議
員
選
挙

○
告
示
　
3
月
2
9
日

○
立
候
補
届
け
受
付

3

月

2

9

日

　

8

時

3

0

分

1

1

7

時

3

月

3

0

日

　

8

時

3

0

分

～

1

7

時

○
選
挙
運
動
期
廟

立
候
補
届
け
後
～
4
月
9
日

○
不
在
者
投
項
が
受
付

3
月
2
9
日
～
4
月
9
Ｈ

Ｏ
投
票
日
　
4
月
1
0
日

町
議
会
議
員
選
挙

○
告
ホ
　
4
月
〃
Ｈ

Ｏ
立
候
補
届
け
受
付

4
月
汀
日
　
8
時
3
0
分
～
1
7
時

4
月
1
8
日
　
8
時
3
0
分
～
1
7
時

○
選
挙
運
動
期
間

立
候
補
届
け
後
～
4
月
2
3
日

○
不
在
者
投
票
受
付

4

月

1

7

日

∵

1

4

月

2

3

日

○
投
票
日
　
4
月
2
4
日

4－4Ｒ．′′′ノ′4ｌＪ－”′′′－4－′‥′′．－．－′′′′′一一一一′”′′4－－′′′′′一ｒ－””Ｈｔｔｒ－′′′′′4．．－′””－－′′′

町議会議鼻　　　　　　　　　：
立候補予定者の説明会　】

▽日　時　　3月31日　年後6時から

▽場　所　　町民会館ホール

▽持参するもの　筆記用具、印鑑

この説明会では、立候補届け出の要領などについて

説明いたします。立候補される方だけに限らず、代理　ｉ
1‾　　ｌ

ｌ
ｔｔ▼．．．．ｔｔｔＨｔ▼°Ｒ－．．．ｔ°－．ｌＨ．．ｔｔ1．．11．ｌＨ．．－．．Ｆ－．′ｌＨＩＲｔＰ．ｔｔｌｌ．．－．ｌｈ．．．．－

今
回
の
選
挙
で

投
票
す
る
資
格
の
あ
る
人

の方でも結構です。

県
邦
書
・
県
議
会
議
員
＝
昭
和
3
8
年

4
月
1
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
昭

和
5
7
年
1

2
月
1
4
日
ま
で
に
転
入
届
け
を

し
、
引
続
い
て
住
民
基
本
台
帳
に
記
載

さ
れ
た
人
。

な
お
、
県
内
で
住
所
を
移
動
し
た
人

は
、
そ
の
移
動
が
一
回
限
り
の
人
に
つ

・
、
、
．
・
）
′
、
ｊ
Ｌ
、
1
1
1
－
1
1
，
ノ
・
Ｈ
．
ノ
．
－
′
ｒ
ｌ
，
－
1
、
ぺ
1
．
一
一
－
、
ノ
Ｈ
．
1
Ｈ
ｕ
ｌ

．
ノ
ー
1
Ｊ
ｒ
Ｌ
ｌ
Ｌ
ｕ
Ｉ
イ
モ
ノ

∵
選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

‥
県
知
事
選
挙

▽
日
時
3
月
川
口
∵
～
3
月
2
0
日

8
時
3
0
分
～
1
7
時

▽
場
所
役
場
東
別
館

い
て
投
票
が
で
き
ま
す
。
（
く
わ
し
く

は
町
選
挙
管
理
委
員
会
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
〕町
議
会
議
員
＝
昭
和
3
8
年
4
月
2
5
日

ま
で
に
生
ま
れ
た
人
で
、
昭
和
5
8
年
1

月
1
5
日
ま
で
に
転
入
届
を
し
、
引
続
い

て
住
民
基
本
台
帳
に
記
載
さ
れ
た
人
。

し

、

ノ

ー

′

〃

ヽ

ノ

止

“

ィ

も

ー

ル

″

し

1

，

1

1

Ｐ

Ｊ

ュ

、

′

″

Ｈ

Ｊ

Ｊ

ｌ

Ｔ

ｔ

Ｉ

〃

一

“

ノ

け

ｕ

Ｉ

喜

′

1

Ｊ

ｎ

Ｈ

Ｈ

Ｉ

ま

で

，

′

″

投
票
日
に
旅
行
や

入
院
で
不
在
な
人

投
票
当
日
、
投
票
所
に
行
っ
て
投
票

す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
次
の
よ
う
な

方
に
は
投
票
日
の
前
日
ま
で
に
投
票
で

き
る
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま
す
ｃ

①
投
票
日
に
水
巻
町
外
で
職
務
又
は

業
務
に
従
事
す
る
人

㊥
投
票
日
に
や
む
を
え
な
い
用
務
又

は
事
故
で
水
巻
町
外
に
旅
行
中
か
滞
在

中
の
人
③
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
、
障
害
、
産

樽
の
た
め
歩
行
で
き
な
い
人
で
、
指
定

さ
れ
た
病
院
に
入
院
中
の
人

④
交
通
困
難
な
島
な
ど
に
滞
在
中
か

職
務
に
従
事
中
の
人

※
不
在
者
投
票
は
、
役
場
又
は
指

定
さ
れ
た
病
院
で
で
き
ま
す
。
受
付

は
、
毎
日
午
前
8
時
3
0
分
か
ら
午
後

5
時
ま
で
。
（
土
・
日
曜
日
も
で
き

ま
す
。
）

▽

日

時

　

3

月

2

9

日

～

4

月

2

日

8

時

3

0

分

～

1

7

時

▽
場
所
　
役
場
東
別
館

町
議
会
議
員
選
挙

▽
日
時
　
4
月
1
7
円
∵
～
4
月
2
1
日

8

時

3

0

分

～

1

7

時
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春の全国火災予防運動　2　月28日′－　3　月13日
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粗
暴
運
転
・
め
い
わ
く
交
通
追
放
運
動

三
月
一
日
か
ら
来
年
の
二
月
二
十
九

日
ま
で
「
粗
暴
運
転
・
め
い
わ
く
交
通

追
放
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

福
岡
県
で
昭
和
五
十
七
年
に
起
こ
っ

た
交
通
事
故
件
数
は
、
二
万
九
千
三
百

十
七
件
に
及
ん
で
お
り
ま
す
。
そ
の
中

で
交
通
事
故
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
万

は
、
二
百
七
十
一
人
お
ら
れ
ま
す
。

死
亡
者
に
つ
い
て
は
、
十
人
減
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
が
、
事
故
件
数
は
七

百
三
十
一
件
と
大
幅
に
増
え
て
お
り
ま

す
。
こ
の
ま
ま
推
移
す
れ
ば
、
今
年
も

さ
ら
に
増
え
憂
慮
す
べ
き
事
態
と
な
り

ま
す
。ま
た
水
巻
町
に
お
い
て
も
、
昭
和
五

十
七
年
中
、
百
五
十
三
件
の
交
通
事
故

が
起
き
一
名
の
人
が
尊
い
命
を
お
と
し

て
お
り
ま
す
。
死
亡
者
は
二
名
減
っ
た

も
の
の
、
事
故
件
数
で
は
十
二
件
も
増

え
て
お
り
ま
す
。

安
全
な
福
岡
県
を
築
く
た
め
に
は
、

交
通
事
故
に
直
接
に
結
び
つ
く
無
免
許

酒
酔
い
及
び
青
少
年
の
暴
走
運
転
、
粗

暴
運
転
を
徹
底
的
に
追
放
し
、
併
せ
て

交
通
秩
序
を
著
し
く
阻
害
す
る
め
い
わ

く
交
通
に
つ
い
て
も
非
除
す
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
安
全
運
転

に
努
め
、
「
安
全
な
福
岡
県
」
を
築
き

ま
し
ょ
う
。

昭和57年中、遠賀郡内、水巻町内における交通事故発生状況
57．1」∵一12．31

血
脚
事
の
防
止
は
毎
日
の
注
意
か
ら

＼ 軽傷事故 重傷事故 死亡事故

件数 人 件数 人 件数 人

水巻町 130 174 22 24 1 1

遠賀都 395 564 66 72 7 7

一婦
人
ビ
ー
チ
ボ

競
技
大

ス
ポ
ー
ツ
に
な
じ
め
な
い
婦
人
の
た

め
の
健
康
づ
く
り
を
目
的
に
、
誰
に
で

も
た
や
す
く
で
き
る
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
大
会
が
、
町
健
康
づ
く
り
推
進
協

議
会
の
主
催
で
開
か
れ
ま
し
た
。

二
月
二
十
七
日
、
会
場
の
町
民
体
育

館
に
は
、
四
十
歳
以
上
の
部
、
十
チ
ー

ム
、
四
十
歳
未
満
の
部
、
七
チ
ー
ム
が

参
加
し
て
熱
戦
が
繰
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
ま

勧
　
頃
末
同
好
会
Ａ

に
　
吉
　
田

こ

ー
ル
バ
　
レ
ー

会し
た
。試
合
の
結
果
は
、
四
十
歳
以
上
の
部

で
頃
末
同
好
会
Ｂ
が
、
四
十
歳
未
満
の

部
で
鯉
口
Ａ
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
し
ま
し

た
。な
お
、
試
合
後
に
婦
人
会
選
抜
戦
が

行
わ
れ
、
立
屋
敷
が
優
勝
し
、
猪
熊
が

二
位
と
な
り
ま
し
た
。

40歳未満決勝

欒日．・＼

勤
労
婦
人
Ａ
（
二
位
）

地
　
口
　
Ａ
へ
一
位
）

40歳以上決勝

頃末
同好会Ｂ

古
賀
婦
人
会

頃
末
婦
人
会

机
婦
人
会
（
二
位
）

向
好
会
Ｂ
二
位
）

頃
末

最
近
、
町
内
で
火
災
が
多
く
発
生
し

て
い
ま
す
。
今
年
に
入
り
、
七
件
の
火

災
が
発
生
し
、
尊
い
命
が
二
人
も
失
わ

れ
ま
し
た
。

火
事
は
、
あ
な
た
の
大
事
な
財
産
や

尊
い
余
を
奪
う
ば
か
り
か
、
隣
り
近
所

に
も
大
変
め
い
わ
く
を
か
け
ま
す
。

ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す
が
、
暖
房

器
兵
は
正
し
く
使
い
、
寝
る
前
に
は
必

ず
消
え
た
か
確
か
め
て
下
さ
い
。
ま
た

電
気
の
配
線
も
定
期
的

に
検
査
を
受
け
ま
し
ょ

ぅ
。
た
ば
こ
の
投
げ
捨

て
消
し
忘
れ
は
火
災
の

大
き
な
原
因
で
す
。
十

分
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

火
事
を
起
こ
さ
な
い

た
め
に
は
、
あ
な
た
の

毎
日
の
注
意
が
必
要
で

す
。
油
断
を
す
る
と
火

の
粉
が
近
づ
い
て
来
ま

す
。

ｉ、・・’‘、一叫．－′ヽ・．’．、′‘．‥′し．’‘もれ・・．‾－1

～　スポーツの結果　与
え・．一一…・、＿・・．．一、．．．・、′・・．．′、．．・・－′・．．．1

水巻町卓球選手権大会

二
月
二
十
七
日
、
町
民
体
育
館
で
町
内

か
ら
五
十
三
名
が
参
加
し
て
、
第
三
回
目

の
卓
球
選
手
権
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
優
勝
者
は
次
の
と
お
り
で
す
）

▽
一
般
男
子
Ｓ
　
吉
田
二
郎
（
頃
未
）

▽
一
般
女
子
Ｓ
　
緒
方
裕
子
（
新
生
街
）

▽
一
般
男
子
Ｗ
　
芳
賀
健
児
（
頃
末
）
・

吉
田
二
郎
（
頃
宋
）

▽
一
般
女
子
Ｗ
　
橋
本
喜
代
美
へ
吉
田
）

高
木
百
四
へ
頃
末
）

▽
中
学
男
子
Ｓ
　
竹
内
通
隆
（
水
中
〕

バレー少年団駅伝大会

二
月
六
日
、
初
め
て
の
水
巻
町
バ
レ
ー

少
年
団
対
抗
の
駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。各
団
か
ら
百
七
十
名
が
参
加
し
、
机
小

学
校
周
辺
を
コ
ー
ス
に
健
脚
を
義
い
ま
し

た
。成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

〇
四
年
の
部
一
位
　
猪
　
熊

二
位
　
伊
左
座

〇
五
年
の
部

〇
六
年
の
部

位位位位

伊
左
座

机伊
左
座

猪
　
熊

○
オ
ー
プ
ン
マ
ラ
ソ
ン

四
年
以
下
　
滑
石
　
貴
子
（
吉
　
田
）

四
年
　
　
大
西
餞
智
子
（
伊
左
座
）

五
年
　
　
田
中
奈
津
子
（
頃
　
宋
）

六
年
　
　
安
永
　
眞
子
（
吉
　
田
）

人間の命と　未釆を守るために．〟　「石けん」を使いましょう
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三
種
混
合
の
予
防
接
種

（
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ヤ
・
破
傷
風
）

健
康
診
査
を
受
け
ま
し
ょ
う

▽
対
象
者第
一
期
の
接
種
…
生
後
2
4
カ
月

か
ら
4
8
カ
月
ま
で
の
幼
児
（
3
．
過
か

ら
8
過
の
間
隔
で
3
回
受
け
れ
ば
一

期
は
完
了
で
す
。
）

第
二
期
の
接
桂
・
＝
第
一
期
完
了

後
1
年
か
ら
1
年
6
カ
月
経
過
し
た

幼
児
で
一
回
の
み
接
種
（
4
8
カ
月
ま

で
）

▽
次
の
こ
と
を
必
ず
守
っ
て
下
さ
い

○
当
日
の
朝
、
体
温
を
計
っ
て
来
る

こ
と
。

○
前
日
ま
で
に
必
ず
問
診
票
を
役
場

衛
生
係
に
取
り
に
来
て
下
さ
い
。

○
問
診
票
に
必
ず
捺
印
を
し
て
下
さ

い
。
捺
印
の
な
い
人
は
受
け
ら
れ

ま
せ
ん
。

▽
次
の
人
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん

○
熱
の
あ
る
子
供

○
ア
レ
ル
ギ
ー
体
質
の
子
供

〇
一
年
以
内
に
ケ
イ
レ
ン
を
起
こ
し

た
こ
と
の
あ
る
子
供

○
慢
性
疾
患
（
賢
ぞ
う
・
肝
ぞ
う
・

喘
息
）
に
か
か
っ
て
い
る
子
供

○
は
し
か
、
お
た
ふ
く
風
、
水
痘
な

ど
に
か
か
っ
て
一
カ
月
以
上
経
過

し
て
な
い
子
供

○
心
配
な
点
は
、
か
か
り
つ
け
の
お

医
者
さ
ん
に
相
談
し
て
下
さ
い
。

予防接種の日程

　＼ ｌ月　 中　 時　 間 Ｉ会 場

1回目ｉ4月1日 ］受付

葺 葺 接種13時～14時

追加日1 6月28日ｊｌ掛 15時：

ｌ】
恒丁民会館

健
康
診
査
は
、
目
標
と
な
る
病
気
や

異
常
が
あ
る
か
ど
う
か
、
健
康
の
た
め

に
注
意
す
べ
き
点
は
何
か
を
知
る
大
事

な
機
会
で
す
。

老
人
保
健
法
に
お
い
て
は
、
高
血
圧

心
臓
病
な
ど
、
お
も
に
循
環
器
に
関
す

る
病
気
を
中
心
に
年
一
回
行
わ
れ
ま
す

一
年
に
一
回
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

▽
検
査
の
内
容

一
般
診
査
（
問
診
、
医
師
の
診
察
、

身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
検
尿
）
医
師

が
必
要
と
認
め
た
人
は
、
精
密
検
査
（

心
電
図
、
眼
底
検
査
、
貧
血
検
査
、
肝

機
能
検
査
、
血
糖
検
査
、
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
）
▽
料
金
一
般
診
査
一
〇
〇
円

精
密
検
査
　
六
〇
〇
円

低
所
得
・
七
〇
歳
以
上
の
人
は
無
料

で
す
。
な
お
、
精
密
検
査
を
必
要
と
す

る
人
も
そ
の
場
で
わ
か
り
ま
す
の
で
受

診
料
金
を
準
備
し
て
来
て
下
さ
い
。

▽
人
数
　
各
会
場
一
五
〇
名
に
な
り
次

第
締
切
り
ま
す
。

▽
申
込
み
方
法

問
診
を
と
り
ま
す
の
で
、
役
場
衛
生

係
へ
お
い
で
下
さ
い
。
昨
年
、
成
人
病

検
診
を
う
け
ら
れ
た
方
も
、
是
非
申
込

み
下
さ
い
。

受
付
は
、
四
月
一
日
か
ら
役
場
衛
生

係
で
行
い
ま
す
。
（
土
、
日
・
祭
日
を

除
く
）

▽
そ
の
他

健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
万
は
、
必
ず

持
参
下
さ
い
。

寄
付
の
　
お
礼

香
典
返
し
と
し
て
次
の
か
た
か
ら

社
会
福
祉
協
議
会
に
ご
寄
贈
が
あ
り

ま
し
た
。

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

猪
　
熊
　
故
釜
　
一
郎
殿

釜
　
　
京
子
殿

吉
田
三
　
故
木
村
　
　
猛
殿

木
村
ユ
キ
エ
殿

伊　　猪
左
熊
座
故
行
徳
シ
ズ
ヨ
殿

行
徳
　
寿
光
殿

故
小
林
　
晶
作
殿

小
林
ヲ
ヌ
イ
殿

重
度
（
一
・
二
級
）

身
体
障
害
者
の
方
　
へ

福
岡
県
で
は
、
重
度
（
一
二
一
級
）

の
身
体
障
害
者
の
万
へ
次
の
日
常
生
活

用
具
の
給
付
・
貸
付
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
▽
浴
槽
、
湯
沸
器
、
便
器
、
特
殊
便
器

特
殊
マ
ッ
ト
、
盲
人
用
テ
ー
プ
レ
コ

ー
ダ
、
盲
人
用
時
計
、
盲
人
用
タ
イ

ム
ス
イ
ッ
チ
、
盲
人
用
カ
ナ
タ
イ
プ

ラ
イ
タ
ー
、
点
字
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー

で

電
動
タ
イ
プ
ラ
イ
タ
ー
、
サ
ウ
ン
ド

マ
ス
タ
ー
、
聴
覚
障
害
者
用
自
覚
時

計
、
聴
覚
障
害
者
用
屋
内
信
号
灯
、

特
殊
寝
台
、
電
動
歯
ブ
ラ
シ
、
ガ
ス

警
報
器
、
福
祉
電
話
、
盲
人
用
電
卓

電
磁
調
理
器

▽
申
込
み
締
切
　
3
月
1
2
日

※
詳
し
い
こ
と
は
、
役
場
民
生
係
へ
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

5 月 7 日 吉　 田　 団　 地　 公 民 館

6 月 4 日 み ず ほ 団 地 公 民 館

7 月 2 日 吉　 田　 の　 三　 公 民 館

8 月 6 日 役　 場　 西　 別　 館

9 月 3 日 猪　 熊　 公　 民　 館

10月 1 日 高　 松　 団　 地　 公 民 館

11月 5 日 梅　 ノ　木 団 地　 公 民 館

吉
田
一
故
井
上
コ
フ
ジ
殿

井
上
　
滝
雄
殿

遠
賀
・
中
間
広
域
組
合
関
連

企
業

（
有
）
浄
水
管
理
職
員
募
集

▽
職
種
　
芦
屋
浄
化
セ
ン
タ
ー
勤
務

（
2
名
）

▽
資
格
　
1
8
歳
以
上
の
男
子
で
、
4

月
1
日
か
ら
勤
務
で
き
る
者

▽
勤
務
　
二
交
替
制

▽
待
遇
　
給
与
当
社
規
定
に
よ
る
。

賞
与
年
二
回
、
退
職
金
及
び
各
種

保
険
あ
り
。

※
希
望
者
は
、
履
歴
善
一
通
を
㈲
浄

水
管
理
（
芦
屋
町
粟
屋
　
魯
2
2
3

・
1
3
5
0
）
に
郵
送
下
さ
い
。
ノ

人間の命と　　未来を守るために．〟　　「石けん」を使いましょう
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国
民
健
康
保
険
証
の
切
替
え

現
在
使
用
中
の
国
保
の
被
保
険
者
証

は
三
月
三
十
一
日
ま
で
で
期
限
切
れ
と

な
り
ま
す
。

次
の
と
お
り
保
険
証
の
検
認
を
行
い

ま
す
の
で
、
も
れ
な
く
検
認
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

な
お
、
検
認
が
な
い
場
合
は
、
四
月

か
ら
の
診
療
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

◎
持
っ
て
く
る
も
の

「
保
険
証
」
と
「
印
鑑
」

※
保
険
税
を
ま
だ
納
め
て
な
い
方
は
、

こ
の
切
替
え
時
期
の
三
月
末
日
ま
で

に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

0検認日時及び場所

日　 時 ．＿ 軍 師 地　　　 一　軍

1 3 月29日（火）
圧 前9 疇柄

役　 場

酋別賠

立屋敷、伊左座、みずほ団地、二

票豊完㌫住宅ｌ
午後 4 時まで 吉田団地、吉田の一．・、吉田の二、イワゼ町住

3 月30日（永）

ほ 給 豊

】

役　 均

西別館

吉田の三、線風間団地、美吉野団地

頃末、みずまき苑、松栄荘団地

鯉口団地、机、高尾団地、机社宅

（芸別慧

1

古賀、新生街、樋口、猪熊

猪熊町住、古賀団地、高松団地

極ノ木団地、おかの台団地

町
営
住
宅
空
屋
募
集

町
住
宅
課
で
は
、
3
月
2
6
日
か
ら
4

月
9
日
ま
で
空
屋
住
宅
の
募
集
を
い
た

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
次
凪
3
月
2
5
日

号
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
申
込
書
頬
は
3
月
2
5
日
か
ら

お
渡
し
い
た
し
ま
す
。

青
少
年
リ
ー
ダ
ー

洋
上
セ
ミ
ナ
ー
団
員
募
集

ニ

■
，
＿
＿
こ
ー
ー
－
．
㌻
．
ｒ
ｒ
㌢
ｌ
＿
．
■
Ｌ
．
㌢
．
㌻
■
．
Ｆ
．
＿
．
－
一
ｌ
：
．
Ｌ
．
㌣
■
▼
．
ｒ
■
．
1
：
ｒ
ｒ
ｒ
＿
＿
．
．
㌻
，
ｌ
ｒ
．
．
．

すみ　　ともえ

角　　知江ちゃん
昭和57年6月8日生

（警遠賀）さんの撤

クチャ、クチャ顔で笑うと前

歯が一本、とても愛婿の良い女

の子です。体は小さいけど食欲

は旺盛。元気で明るい子に育っ　…

てね。　　（下二町住74号）　を

▽
実
施
期
間

▽
研
修
内
容

○
船
内
研
修

○
訪
問
地
東
京
都

千
葉
県

▽
参
加
負
担
金

▽
募
集
期
間

▽
申
込
資
格

5

月

1

3

日

～

5

月

1

6

日

講
演
　
笹
沢
左
保
氏

晴
海
国
際
見
本
市

デ
ィ
ズ
ニ
ー
ラ
ン
ド

三
万
二
千
円

3

月

1

5

日

～

4

月

9

日

①
県
内
居
住
者
で
昭
和

：、斎・

ふなま　やすひろ

船間　康博ちゃん
昭和57年6月19日生

（霊淫）さんの朋

町
建
設
工
事
指
名
原
受
付

4

月

1

日

か

ら

4

月

1

5

日

ま

で

昭
和
5
8
年
度
に
水
巻
町
が
発
注
す
る

建
設
工
事
、
測
量
、
管
工
事
、
地
質
調

査
業
務
等
の
入
札
、
見
積
り
に
参
加
を

希
望
さ
れ
る
方
を
次
の
要
領
で
受
付
し

ま
す
。

▽
受
付
期
間
4

月

1

日

～

4

月

1

5

日

▽
受
付
場
所
役
場
管
財
課
管
財
係

▽
建
設
業
者
カ
ー
ド
（
町
指
定
）
は
、

管
財
係
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
役
場
管
財
係
に
問
い
合

せ

て

く

だ

さ

い

。

（

暫

2

0

1

・

4

3

2

1

内

線

4

0

4

、

4

1

3

）

5
8
年
1
月
1
日
現
在
満
2
0
歳
以
上
、

4
0
歳
未
満
の
男
女
　
㊥
将
来
、
青
少

年
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
に
お
い
て

活
発
な
活
動
が
期
待
で
き
る
者

③
協
調
性
に
富
み
、
主
催
者
の
計
画

に
従
っ
て
規
律
あ
る
行
動
お
よ
び
団

体
生
活
が
で
き
る
と
と
も
に
、
か
な

り
の
ハ
ー
ド
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
も
耐

え
得
る
心
身
と
も
に
強
健
な
者

▽
申
込
み
先
　
福
岡
県
青
少
年
団
体
連

絡
協
議
会
事
務
局
（
〒
八
一
二
　
福

岡
市
博
多
区
東
公
園
七
－
七
　
麿
0

9
2
・
6
4
1
・
4
4
4
0
）

…　ぉ姉ちゃん三人の中の待望の

…　男の子。パパも強い味方が出来

ｉ　たと大賓びです。これからも元

ｉ　気で、すくすく育ってね。

Ｃ伊左座3－20〕
－．ｌ一一．ｔ．ｔ．．ｔＦｔ′ｔ－‾ｌ．．ｐｔ．ｔｌ．ｔ．ｔ．‾ｌ‾－ｔｔｐ．ｌ‾－．ｌＰｔｌ．

身
体
障
害
者
を
対
象
と
す
る

福
岡
県
職
員
採
用
試
験

確
定
申
告
は

3
月
1
5
日
ま
で

▽
受
験
資
格
　
身
体
障
害
者
福
祉
法
第

1
5
条
に
定
め
る
身
体
障
害
者
手
帳
の

交
付
を
受
け
、
そ
の
障
害
の
程
度
が

1
級
か
ら
4
級
ま
で
の
者
で
、
次
の

す
べ
て
の
要
件
に
該
当
す
る
者

ア
、
自
力
に
よ
り
通
勤
が
で
き
、
か
つ

介
護
者
な
し
に
職
務
の
遂
行
が
可
能

な
者

ィ
、
昭
和
2
8
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
4
0

年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

ウ
、
福
岡
県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

エ
、
活
字
印
刷
文
に
よ
る
出
題
及
び
ロ

顔
に
よ
る
面
接
試
験
に
対
応
で
き
る

者
▽
申
込
受
付
期
間
　
3
月
1
2
日
ま
で

郵
送
の
場
合
は
3
月
1
2
日
ま
で
の
消

印
の
あ
る
も
の
に
限
り
ま
す
。

▽
職
啓
一
般
事
務
　
6
人

▽
申
込
用
紙
の
寵
布

○
福
岡
県
人
事
委
員
会
任
用
謀
、
総

務
部
人
事
課
、
遠
賀
福
祉
事
務
所

▽
申
込
手
続
　
福
岡
県
人
事
委
員
会
任

用
課
（
〒
8
1
2
　
福
岡
市
博
多
区

東
公
園
7
番
7
号
）

土　か　え　る　日　平　和　の　日領の方
レ
し
．．「4



地
　
名
　
の

机
の
地
名
を
語
る
前
に
大
昔
の
遠
賀
川
が
ど
の

よ
う
な
状
態
で
あ
っ
た
の
か
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に

考
え
て
み
よ
う
。
第
一
図
は
、
弥
生
遺
跡
の
分
布

と
沖
積
土
の
累
積
状
態
か
ら
推
測
し
た
約
二
、
〇

〇
〇
年
前
の
河
口
推
定
図
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ

や
は
ぎ

以
前
の
縄
文
時
代
の
河
口
は
岡
垣
町
の
矢
矧
川
附

近
ま
で
達
し
て
い
た
よ
う
で
、
当
時
住
ん
で
い
た

人
々
の
生
活
は
狩
猟
と
漁
猟
に
よ
る
採
集
経
済
で

あ
っ
て
、
と
く
に
河
口
一
帯
に
お
い
て
貝
類
が
最

も
多
く
食
べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
至
る
と
こ
ろ

で
み
ら
れ
る
貝
塚
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き

る
。
と
こ
ろ
が
響
灘
の
は
げ
し
い
潮
流
と
波
浪
に

加
え
て
絶
え
ず
吹
き
つ
け
る
北
西
の
季
節
風
は
、

上
流
か
ら
流
れ
て
き
た
土
砂
を
外
海
へ
流
出
す
る

（
第
一
図
）
　
点
線
は
今
の
地
図

遠
賀
川
河
口
一
世
紀
壊

由

　

来

　

㈲

　

　

机

　

川

の
を
防
ぎ
、
そ
の
た
め
に
河
口
の
土
砂
は
盛
り
あ

が
っ
て
今
み
ら
れ
る
三
里
松
原
の
砂
丘
が
形
成
さ

れ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
が
時
代
と
共
に
岡

垣
の
波
津
か
ら
東
進
を
重
ね
て
最
後
は
芦
屋
に
到

達
し
、
こ
こ
で
遠
賀
川
の
流
れ
と
競
っ
て
河
口
の

河
床
を
浅
く
す
る
と
共
に
川
幅
を
狭
く
し
て
今
の

河
口
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
自
然
現
象
に
よ

っ
て
河
口
内
は
、
今
ま
で
浅
海
魚
貝
類
の
棲
息
し

た
入
海
で
あ
っ
た
も
の
が
地
味
豊
か
な
湿
地
帯
へ

と
か
わ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
立
屋
敷
遺
跡
に
み
ら

れ
る
よ
う
な
稲
作
を
主
体
に
し
た
生
産
経
済
へ
と

か
わ
っ
て
、
弥
生
文
化
と
い
う
ま
っ
た
く
新
し
い

生
活
へ
の
転
換
が
計
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

遠
賀
川
河
口
一
帯
の
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
に
よ
れ

（
第
二
図
）
　
点
線
は
今
の
地
図

遠
賀
川
河
口
　
一
〇
世
紀
填

ば
、
土
質
は
軟
弱
な
砂
ま
じ
り
の
粘
土
に
浅
海
棲

貝
類
の
残
骸
が
ま
じ
っ
た
沖
積
土
で
、
そ
の
深
さ

は
遠
賀
町
木
守
で
二
〇
～
三
〇
米
、
遠
賀
川
駅
前

で
約
三
六
米
、
水
巻
町
役
場
で
約
一
七
米
、
遠
賀

保
健
所
附
近
で
約
五
米
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
沖

積
層
は
木
屋
瀬
、
植
木
附
近
に
お
い
て
も
二
〇
～

三
〇
米
に
達
し
て
い
る
の
で
、
以
前
は
こ
の
附
近

ま
で
入
海
で
あ
っ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
な
お

第
二
図
は
十
世
紀
頃
（
平
安
中
期
）
、
第
三
図
は

十
五
世
紀
頃
（
室
町
中
期
）
の
慶
長
年
間
に
お
け

る
筑
前
国
地
図
に
よ
っ
て
推
測
し
た
河
口
推
定
図

で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
猪
熊
と
立
屋
敷
は
初
め

独
立
し
た
中
洲
で
あ
っ
た
が
、
十
五
世
紀
頃
に
は

沖
積
土
に
よ
っ
て
一
つ
の
洲
に
な
り
、
そ
の
た
め

に
遠
賀
の
入
海
は
東
西
に
分
か
れ
て
二
つ
の
流
れ

と
な
り
、
芦
屋
砂
丘
の
東
進
に
と
も
な
っ
て
河
口

は
狭
く
な
る
と
共
に
川
幅
も
次
第
に
狭
く
し
て
い

る
。

（
文
）
水
巻
町
郷
土
史
研
究
会
会
長
柴
田
貞
志

（
第
三
国
〕
　
点
線
は
今
の
地
図

遠
賀
川
河
口
一
五
世
紀
噴
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